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 Bangladesh is one of Least among Less Developed Countries classified by the 

United Nations where administrative and political activities do not always reach 

all the people, and where GNP per papita is less than one hundredth of Japan. 

 The purpose of this report about Bangladesh is to study the activities by women. 

Only four out of five can survive until age of five. Teen age mothers are not rare. 

If they have a chance of receiving primary education and can read and  write, 

there will be a hope that they will be able to protect their own health as well 

as next generation from death. 

 Women's avtivities are limited by the religious and traditional norm called "purdah". 

The secondary enrolment ratio for girls is 11%, and the adult literacy rate for 

female is 19%, both less than a half of men. There are few opportunities for 

women to participate in economic  activities. If the husband dies or if she is  divorced, 

it is not easy thing  to bring up children by her own. 

 Backed by the United Nations organizations and international assistance, the 

Government and non-governmental organizations are striving to yield some results, 

despite the existinng "purdah" and the class system. 

 The Bangladesh Women's Association with its 280 branch offices sets vocational 

training, literay education, and health education including family planning as 

three main areas of their activities. They also work for child care and nutritional 

 suupp]ement. There is a NGO which has been assisting the programme for families 

of mother and children, and orphans, whithout receiving any support from  Government 

since 1977, providing a chance of econmic self-reliance for mothers, and education 

and nutrition for children. 

 In order to prevent too many pregnancies and too many deaths of children 

as well as population explosion, family planning is one of the challenges the 

developing countries have to tackle, which will only become possible by the activities 

of field workers who visit every house in the slum under the blazing sun. 

 Although over 80% of the population live in the rural area, this country has to
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supplement chronic calorie deficiency with food assistance from overseas. Rural 

women have more restrictions than urban women and their agricultural work are 

not regarded as the participation in econmic activities. It is customary for 

housewives to eat last in the family, which often lead pregnant women to 

nutritional deficiency. 

 Assisted by such foreign countries as Japan, cultivating and income generating 

farming is now underway and the agriculture traing together with literacy 

education for women also started. 

 This kind of programme is not usually big enough to cover the whole country. 

However, the support strategy aiming at women, children and families will 

certainly bring the country prosperity. This will also help the country to get 

free from poverty and to protect itself from national disasters.

1は じめ に:女 性の地位 と社会福祉
の距離

女性が家庭内で病人の看護,老 人の介護,

障害者 の世話,育 児などの機能を任 されてい

る うちは,福 祉は男女共通の機能つま り社会

の機能 とはみなされに くい.逆 に女性が解放

され,男 女共存(あ るいは男女平等に近い地

位)が 確立 している国においては,社 会福祉

が重要な社会的機能である.

女性と社会福祉との距離を測定するのが目

的であるから,ま ずは福祉現場を見れぽよい

と考え方はいわゆる先進国の中でのみで通用

し,発 展途上国,と くに後発開発途上国では

無理である.女 性の地位にとって,経 済的尺

度,政 治的安定度,そ して宗教(様 々な宗教)

の浸透度が重要な尺度で,福 祉(社 会福祉)

との距離を直線的に測定するのはむずかしい.

様hな 要因が複雑に関連 し合 ってその社会を

構成しているからである.

社会福祉的活動は,人 道的立場から障害者

福祉などピソポイントほどの実践が行われて

いる場合はあるが,む しろ生活の質の向上に

つながる活動を福祉的活動ととらえ,そ こに

おける女性の活動を知 ることの方が先決であ

ると考える.あ る程度女性が解放され,地 域活

動に参加 し,「家」から離れる事態が生じなけ

れぽ福祉の必要性は痛感されない.し たがって

特に後発開発途上国の場合,女 性の行動を追跡

しなければ,社 会の状況を大局的に把握する

ことができないと考える.後 発開発途上国に

共通の側面 もあるが,そ の国の独 自性 もある

ので,一 般論で論ずるのはなく,特 定の国に

出かけ女性の状況を見る意外に方法はない.

後発開発途上国に関 しては日本国内で資料を

入手することはほ とんど不可能である.

そこで日本とはなるべ く多 くの対照的な特徴

をもつ国としてバングラデシュを選んで,こ の

仮説を前提として女性の活動を多面的に把握す

る試みをした.た だし共通項として人口が 日本

と同程度で 情報収集のために第一外国語が英

語の国で,次 のような特徴を満たすからである.

1日 本は中流意識をもつ人が大半を占め

るが,中 流層がほ とんどいない国.

2日 本は宗教的影響は大き くないが,生

活に宗教が浸透 している国.

3日 本は一人当た りのGNPは 日本は世界

で最も高いが,最 も低い国.

4日 本は高齢社会を迎えるが,15歳 以下

の人口が増加 している国..

Hバ ングラデシュの生活諸側面と女性

⇒ 【 】数字は,皿 のまとめの部分と対応 している.

1.経 済指 標 と貧 困 ラ イ ン

①LICs低 所 得 国 の 中 のLLDC後 発 開発 途 上
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国 「バ ン グ ラデ シ ュ」

:国 民1人 当た りのGNPは170ド ル

バ ン グ ラデ シ ュはDAC(Developmennt

AssistanceCommittee)開 発 援 助 委 員 会 の

分 類 によると,LICs(Low-lncomeCountries)

低 所 得 国 の グルー プに入 り,1人 当たりのGNP

が700ド ル未 満 の 国 で あ る.

さらに国連 は,LLDC(LeastamongLess

DevelopedCountries)後 発 開 発 途 上 国 とい

う分 類 を 使 用 して い るが,開 発 途 上 国 の 中 で

も特 に開 発 が 遅 れ た 国 々 で,国 連 の 開発 計 画

委 員会 の作 成 した 基 準 に 基 づ き 同委 員 会 が 審

査 した後,経 済 社 会 理事 会 を経 て 国連 総 会 で

承 認 す る.90年7月 現 在41か 国 あ り,LLDC

はLICsの 中 に 含 まれ るが,バ ソ グ ラデ シxは

LLDCの ひ とつ であ る.⇒ 【1】

1988年 の国民1人 当 た りのGNPは170ド ル

で,近 隣 の ネパ ール,ブ ータ ソ と と もに世 界

の最 貧国 に属 する.日 本 はHICs,High-Income

Countries25か 国 の ひ とつ で,同 じ.1988年 の

国民1人 当 た りのGNPは21,020ド ル で,計 算

上 は 日本 は バ ン グ ラデ シ ュ の123.6倍 とい う値

に な る.

②LLDCに おけ る貧 困 の意 味

:貧 困 ライ ソ1と 貧 困 ライ ソH(絶 対

的 貧 困)

この よ うな経 済 的 数 値 を生 活 面 か ら見 る と,

まず 直接 的 に影 響 を受 け る のが 食 生 活 で あ る.

表1は バ ソ グ ラデ シ ュに つ い て,貧 困 ライ ン

以 下 の人 口 と比 率 を,都 市 部 と農 村 部 に分 け

て それ ぞれ に表 して い る.ひ と りの 人 の1日

の摂 取 カ ロ リーか ら,貧 困 ライ ソ1(2,122カ

ロ リー 以下)と さ らに貧 困 ライ ンH(1 ,805カ

ロ リー 以下)の2種 類 に分 類 し,貧 困 ライ ソ

1は 貧 困 ライ ン1に 含 まれ,特 に 「絶 対 的 貧

困」 と呼 ん で い る.な お,貧 困 ライ ン1を 示

す2,122カ ロ リーは,人 間に と って最 低 必 要 な

摂 取 カ ロ リー で あ る.⇒ 【13】

85～86年 に おいて も,農 村 部 で4,420万 人,

都 市 部 で700万 人 が 貧 困 ラ イ ン1に 属 して い

る.こ れ は農村 人 口の51.0%,都 市 人 口の56.0

%に 相 当 し,国 民 の半 数 以上 が貧 困 ライ ン1

に 入 る とい うこ とを 物 語 って い る.し か もそ

の 中 で,農 村 部 に1,910万 人,都 市 部 に240万

人 の絶 対 貧 困層 を 抱 え,こ れ は 農 村 人 口の

22.0%,都 市 人 口の19.0%に 相 当 し,国 民 の

1/5が 絶対 的貧 困 の 状 態 に 置 か れ て い る こ と

に な る.

しか し貧 困 ライ ン以 下 の 人 数 も総 人 口に 占

め る割 合 も改 善 され て き て は い る.貧 困 ライ

ン1以 下 の 人hが 農 村 で 占 め る割 合 は,73～

74年 が82.9%,81～82年 が73.8%,83～84年

が57.0%そ して,今 見 た よ うに85～86年 が

51.0%と 率 が低 下 して き て い る.

労働 力 を 吸収 す る工業 な どの産 業 に 乏 しい

バ ン グ ラデ シ ュで は,圧 倒 的 多 数 が 農村 に住

み,土 地 な し農民 も多 い の で あ る か ら,農 村

部 の栄 養 改 善 は 国 全体 の 摂 取 カ ロ リー の 底上

げ につ なが る とい う期 待 が もて る.

以 上 の数 字 か ら,国 民 の2人 に ひ と りが貧

表1貧 困 ライ ン以下の人 口と全人 ロに対す るその比率

年

貧 困 ラ イ ン1 貧 困 ラ イ ンH

実 数(
100万)

比 率
全人口に対する比

実 数(
100万)

比 率
全人口に対する比

農村 都市 農村 都市 農村 都市 農村 都市
1973-74

1981-82

1983-84

1985-86

57.45.6

60.96.4

47.07.1

44.27.0

82.981.4

73.866.0

57:066.0

51.056.0

30.72.0

43.13.0

31.33.8

19.12.4

44.328.6

52.230.7

38.035.0

22.0190

貧 困 ライ ン1は,1人 の1日 の カ ロ リー摂 取 量 が2,122以 下 を 示 す

貧 困 ラ イ ン 丑は,1人 の1日 の カ ロ リー摂 取 量 が1,805以 下 を 示 す

(出 典BangladeshHouseholdExpenditureSurvey,1g85-86,BBS)
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困ライソ以下で,5人 にひ とりが絶対的貧困

にあるのがバソグラデシュの現状であるとい

える.「飢える」 とい うを体験的に実感 した

記憶のある世代が少数派になった日本におい

て,バ ソグラデシュの貧困ライソが語る数字

を共感的に理解することす ら難 しいか も知れ

ないが,こ の現状は認識しておかなければな

らない.南 北の格差を端的に示す数値である

からだ.

一 写真説明一

農村では,育 てる農業,収 入になる農業

が必要である(写 真1参 照).

2.一 般 的 な 低 賃金 と女 性 の 労働 へ の参 加 の

制 限

:地 域 に よ る賃 金 格 差 と児 童 も労 働 者

と して の位 置 付 け

バ ン グ ラデ シ ュの人 は働 いた 報 酬 と して,

どれ だ け の賃 金 を手 にす る こ とが で き るだ ろ

うか.1」aborForceSurvey1985-86BBS

の統 計 か ら,「10歳 以 上 で 所 得 の あ る者 に つ

いて 性 別,地 域(都 市 部 ・農村 部)別 に見 た

賃 金 」を 参 考 に 傾 向 を把 握 してみ よ よ う.

10歳 と いえ ぽ,日 本 で は 小 学 校 の 中 学年 で,

義 務 教 育 修 了 まで に まだ5年 を 残 し,労 働 力

と しては 到 底 考 え られ な い し,法 律 違 反 で あ

る.し か しバ ン グ ラデ シ ュでは す で に労 働 力

と して カ ウン トされ て い る.

都市 部 の週 給 平 均 が335.17Tk,農 村 部 が 週

給 平 均 が177.00Tk,全 国平 均 の週 給 が208.14

Tkに な る.こ れ も10歳 以 上 の総 人 口の平 均 で

は な く,収 入 の あ る人 口の平 均 で あ る.レ ー

トに よる換 算 は必 ず し も実 感 と一 致 す る も の

で は な い が,あ え て邦 円 に換 算す る と,全 国

平 均 の 週給 が900円 程 度 で あ るか ら,月 額 の

賃 金 で4,000円 弱 とい う額 にな るであろ う.し か

も多 くの 人 口が 住 む 農 村 部 の 賃 金 は 都 市 部

(月 額6,000円 弱)の 半額 強 とい った と ころ で,

農村 部 の収 入 は 月額 に3,000円 程 度 であ る.

しか も宗 教 的 か つ伝 統 的 規範 で あ る パ ル ダ

(Purdah)の 下 で,一 般 的 に 女 性 は 自由 に労

働 に 参 加 す る こ とが で き な い 。⇒ 【6】 した

が って賃 金 を得 る女 性 は ご く一 部 で ある が,

こ の統 計 の 全 国 平 均 に よる と,男 性 の 週 給 平

均 が224.96Tkで あ る の に対 して女 性 は124.89

Tkと 低 い.男 性 の半 数 が週 給 平 均199Tkと 高

くは な い が,女 性 の半 数 の 週給 平 均は99Tk以

下 で 男 性 よ りさ らに低 く半 額 程 度 で働 い て い

る.

LaborForceSurvey(1985-86)に よ る

と,農 業 を 含 ん で 雇 用 され てい る労働 者3,050

万 人 であ るが,そ の うち 女 性 は310万 人 と い

う数 字 も あ る.一 方,子 ど もは す でに 重 要 な

労 働 力 と して 考 え られ,す でに5歳 か ら14歳

の年 齢 で,労 働 力 と して カ ウ ソ トされ て い る

子 ど もは 全 国で275.2万 人に 達 してお り,表 向

き の統 計 に よる と,全 女 性 の労 働 者 の人 数 に

匹 敵 す る数 字 で あ る.児 童 の労 働 者 の うち,

都市 部が26.9万 人,農 村 部 が248.3万 人で あ る.

子 ど もの 場 合 も労 働 力 は 圧 倒 的 に 男子 で,

275.2万 人 の うち 女 子 は56.8万 人だ け で あ る.

これ らの数 字 は 漠 然 と した 傾 向 を知 る うえ で

は役 に立 つが,信 憑 性 は あ ま り高 くは な い と

考 え られ る.実 際 は も っ と多 くの児 童 労働 者

が 働 き,家 計 を 支 え て い る も の と推 測 で き る.

一 写真説明一

女性の経済活動の必要性に気づき,貧 困

層の女性に職業教育が開始 されてはいる.

⇒ 【9】(写 真2・ 写真3参 照)

労働に参加する女性の職場は,男 性 とは

別に隔離されているのが一般 的である(写

真4参 照).

児童の労働力は,バ ングラデシュの経済

にとって欠かせない(写 真5参 照).

バソグラデシュにはマン(パ ワー)イ クス

ポー トという用語があり,国 内に労働力を吸

収するだけの産業がないので労働力の輸出は

国の方針である.多 くが同じイスラム教国で

収入が得 られる中近東で働 いて本国に送金 し

ている.国 内でも女性の行動は制限されてい

一30一



るので,い わゆる出稼ぎ労働者は男性である.

日本にも中近東に比較すれば人数は微々たる

ものであるが,熟 練労働者や留学生 ・就学生

を除いて不法就労 という形で働いている.日

本で働けぽ,1か 月でバソグラデシュの30～

50倍の賃金が得られ る計算になる.

3.男 性社会と女性社会が平行する社会

① 女子の就学率は低い

:女性は十代で結婚するのが一般的

バングラデシュがパキスタンから分離(1971年

に独立)す る以前は,1960年 代には女性は13

歳か14歳 で結婚 し,夫 となる男性は22歳 くら

いとい うのが,平 均的な結婚年齢であったよ

うである。独立後に初婚年齢(女 性の再婚は

極端に難 しい)は いくぶん上昇し,女 性は1970

年代に16歳代,198(陣 代には17歳代になって

いる.い ずれ も夫 となる男性の年齢は24～25

歳 くらいである(VitalRegisrationSurvey).

⇒ 【3】

日本流の表現をするなら,中 学生か高校生

くらいの年齢で女性が結婚するのが平均的で

あ り,逆 にバングラデシュ流に日本を表現を

するなら,女 性が30歳 で独身でいること,「結

婚 しないか もしれない症候群」は信 じ難い現

象である.女 に教育は無用論はバングラデシ

sで は現実に生きている.

先に引用 した統計でも分かるが男子は10歳

になると労働力 としてカウソトされるが,女

性の労働参加は考えられないから,女 子は子

どもの頃は母親の家事を手伝い,10歳 を越え

ると母親になる準備をし始めるので,学 校教

育か らドロップアウトしてい くのは圧倒的に

女子が多い.ユ ニセフ 「世界子供 白書1991」

の教育統計によると,小 学校の就学率は男子

67%,女 子44%で ある.し かし就学 しても小

学校を修了する児童は20%で,中 学校進学率

は男子24%,女 子11%で ある.い ずれも女子

の低さが特徴的である.⇒ 【4】

一 写真説明

女 子 は 家庭 の 主婦 とな る こ とが 期 待 され,

教 育 よ り家 事や 育児 が 重視 され る(写 真6

参 照).

女 子 の中 学 校 進 学 率 は11%で,男 子 の 半

分 以 下 の率 で あ る(写 真7参 照).

極 貧 の暮 ら しをす る子 ど もを,教 育 の 場

に 引 き出 す こ と 自体 が 難 しい(写 真8参 照) .

成 人 の識 字率 は,男 性45%,女 性19%で

あ る.女 性 が 育 児,家 事,労 働 の 参 加 に と

って 読 み 書 きが で き る こ とは重 要 で あ り,

社 会 の進 歩 に も貢 献 す るのだ が … … ….

⇒ 【10】(写 真9参 照).

バ ソ グ ラデ シ ュは,日 本 の よ うに 中 流 が 大

半 で は な く,中 流 が抜 け 落 ち た二 重 構 造 で あ

る の で,貧 しい 家庭 の 出 身者 は あ くま で も貧

し く,教 育 よ りは 収 入 の 道 を選 択 せ ざ る を え

な い とい うの が 一般 的 で あ る.

しか し ご く一握 りの社 会 的 地 位 の高 い家 庭

の 出身 者 は,初 等 教 育 の 頃か ら一 般 的,平 均

的 な教 育 とは 異 な る エ リー トコー ス を歩 ん で,

大 学 教 育 まで 到達 す る.バ ン グ ラデ シ ュに は

現 在,総 合 大 学 は7校 のみ で あ る.全 体 で

41,255人 が 在 籍 す るが,こ の うち21.6%の

8,904人 は 女 子 学 生 で あ る(87～88年).名 門

ダ ッカ大 学 には14,167人 が 在 籍 し,こ の うち,

28.7%の4,063人 は女 子 で あ る.科 学 部 や 商学

部 な どは まだ 女 子 は 少 な い が,社 会 科 学 部 や

文 学 部 は女 子 は 男子 よ りわ ず か に少 な い く ら

い で あ る.(RegistaroftheUniversity)

② イ ス ラム 法 に よる家 族 の規 範 と女 性 の行

動

異 教 徒 には 理 解 で きな くと も,イ ス

ラム法 は 日常 生 活 を 律 す る

バ ン グ ラデ シ ュは イ ス ラ ム教 国家 で あ る の

で(わ ず か に ヒン ズ ー教 な ど他 の宗教 もあ る),

相 続 法 ・婚 姻 法 ・扶 養 法 な ど民 法 関係 は す べ

て イ ス ラ ム法 に基 づ い て い る.す なわ ち 宗教

に よ っ て女 性 そ して妻 の立場 も決 定 され るわ

け で コ ー ラ ン(神 の言 葉 を 預 言 者 マ ホ メ ッ

ドが 人 類 に取 り次 いだ もの)と ハ デ ィ ス(マ
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ホメッドの言語録)が 日常生活を律していて,

人hは それに従っている.例 えぽ女性に関す

る規定をピックアップしてみよう.

1夫 が死亡した場合,妻 の遣産相続権は

1/8である.⇒ 【7】

残 りを男子2に 対 して女子1の 割合で均

等に分割する.

2子 どもの親権 ・扶養権は父親がもつ.

⇒ 【8】

女性は婚姻前は父親に,婚 姻後は夫によ

り扶養される権利をもっている.

3一 夫多妻が認め られている.

異教徒が善 し悪 しの価値判断を下せないし,

民主的ではないと口をはさむ余地もないので

ある.イ スラム教徒にとってもコーラソの内

容は神の言葉であるから 「なぜ」 という疑問

を投げかけることす ら不可能である.

一 写真説明一

女性は離婚した場合子どもの扶養義務は

子どもの父親にあるが,夫 が死亡(中 年の

男性の死亡率は先進国に比較にならないほ

ど高い)し た場合,特 に貧困層の母子は,

文字通 り路面に迷 うことにもな りかねない

(写真10参 照).

さらに先に述べた伝統的規範 「パルダ」を

遵守 し⇒ 【5】,外 出は制限され,経 済活動

への制約はもちろん,む やみに敷地から外に

出ない,買 い物は男性の役割である,食 事は

家族で最後 にとる,来 客があっても妻は顔を

出さないし共に食卓を囲まない,く るぶしか

ら上をさらさない服装(通 常はサ リー)に す

る,な ど女性であるか ら従わなければならな

い伝統が多い.

原忠彦によると,パ ルダとは 「不必要な性

的興奮を両性に起 こさせない為に,成 熟した

男女が(特 に女が),近 親者以外の異性に,

肌(姿 ・顔)を 見せないようにする制度」で

あるという.こ の制度の根本に 「男と女が顔

を合わせれぽ双方に性的欲望の起 こるのは当

然であり,結 果として,不 義姦通は勿論,親

なし子の扶養の問題が引き起 こされて社会不

安が生 じる」 という信条があるからだそ うだ.

(ジ ュリス ト増刊総合特集3,現 代 の女性

一 状況と展望 「バングラ・デシュの女性 一

被扶養者 として,債 権者 として」1976)

ただ し,社 会的に地位が高か った り,高 等

教育を受けているご く一部の女性は,仕 事を

持ち,自 由に外出し、食事 も家族 と食卓を囲

み,客 と談笑するが,彼 女たちでも服装は伝

統を崩さない.一 般的にはこのパルダが厳 し

く守 られている.

4.多 産 多 死 と妊 産 婦 の死 亡

① 多 産 多 死 と高 い乳 幼児 死 亡 率

多 産 多 死 を食 い 止 め る には 乳 幼児 を

死 なせ な い こ とが 先 決 だ が

人 口爆 発 寸 前 のバ ン グ ラデ シ ュでは まだ ま

だ 子 ど も人 口が 増 加 の一 途 を た ど って い る.

ユ ニセ フ 「世 界 子 供 白書1991」 に よる と1989

年 に生 まれ た赤 ち ゃん は465.9万 人 で ある.人

口1億1,250万 のバ ソ グ ラデ シ ュで あ るが,ほ

ぼ 同 じ人 口1億2,300万 を 抱 え る 日本 で は こ

の年 の赤 ち ゃん 誕 生 は134.1万 人 で あ る.と こ

ろが5歳 未 満 児 の死 亡 は バ ン グ ラデ シ ュで は,

年 間85.7万 人(日 本 は8,000人)に な って い る.

ところ で出生1,000に 対 して,1歳 未満 児 の死

亡 率 は116,5歳 未 満 児 の 死 亡 率 は184人 と,

ア ジ ア では ネパ ール,ブ ータ ソ と並 び 最悪 の

数 字 を 示 して い る.生 まれ て も1歳 の誕 生 日

を 迎 え られ な い赤 ち ゃん が10人 に1人 い る と

い う数 字 で あ る.死 を まぬ が れ て も,栄 養 不

良 のた め 中 度 また は重 度 の発 達 障 害 が70%に

達 す る と い う.(日 本 は1歳 未 満 児 死 亡 率4,

5歳 未 満 児 死 亡 率8で あ る).⇒ 【2】

一 写真説明一

表2は 家族計画の記入用紙で,そ の表裏

を表す.「生 まれた子 どもの人数」 ととも

に 「生存している子どもの人数」とい う記

入個所がある(写 真11参 照).

わが子が病気になって も医療が受けられ
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表2家 族計画記録用紙(母 親保存用)

表

る のは,ご く一 部 の 人 に 限 られ る(写 真12

参 照).

特 殊 合 計 出生 率 は5.3で あ る.多 産 多 死 で あ

るが,結 果 的 に子 ど も人 口が 増 加 し,国 の 人

口 を押 しあ げ て い る.特 にバ ソグ ラデ シ ュは

世 代 の循 環 速 度が 早 く,女 子は 十 代 で 母 親 に

な る のが一一般 的 で あ るか ら,問 題 は 深 刻 で あ

る.バ ソ グ ラデ シ ュの毎年 の人 口増 加率(1980

-90年)は2 .7%で あ る.日 本 の40%弱 の 国土

にバ ソグラデシ ュの人 口は 今や1億1,250万 とな

り,し か も16C以 下 の人 口は5,250万 人 に達 し,

5歳 未 満 の子 ど もだ け で も1,880万 人であ る.

② 女 性 の 方 が短 命

:世 界 まれ に 見 る逆 転 現 象

子 ど もを 生む の は 女 性 で あ る.出 産 の時 に

命 を 落 とす危 険 性 が あ る の も女 性 で あ る.10

歳 か ら49歳 ま での 成 人 女 性 の 死 因 の1/3近 く

が,妊 娠 と出 産 に 関 連 す る とい う結 果 も あ る

ほ どだ(「 バ ン グ ラ デ シ ュ の 農 村 にお け る母

親 の死 亡 」 とい うフ ォ ー ド基 金 の研 究 結 果 が
"Sit

uationofWomeninBangladesh"

byMinistryofSocialWelfareand

Women'sAffairs,1988に 引 用 され て い る).

多 分 現 在 は い くぶ ん 改 善 され て い るだ ろ うが,

「世 界子 供 白書1991」 に よ ると,介 護 のあ る出

産,す な わ ち 医者,看 護 婦,助 産 婦,訓 練 を

受 け た 出産 付添 婦 の 介 護 の あ る率 は,全 体 の

5%に す ぎ な い の で,妊 娠や 出産 は 命 が け か

裏

もしれない.

日本の妊産婦の死亡率は先進国の中では高

いといわれ,改 善が急がれているが,バ ソグ

ラデシュの妊産婦の死亡率は日本の40倍近い

数値を示 している.ア メリカの75倍,ス ウェ

ーデンの120倍 の死亡率である(「世界子供白

書」1991).出 血や感染,妊 娠 中毒,分 娩閉

塞,貧 血,敗 血症などの直接的原因と,同 時に,

妻は特別な伝統的食習慣のため家族がすべて

食事をした後でしか食べられず,先 にも述べ

た貧困ライン以下,あ るいは絶対的貧困以下

の家庭では妊娠中でもわずかな食物 しか 口に

できないか,食 べ られないこともあるという

貧困が妊産婦の死亡を高める背景にある.

⇒ 【14】

世界のほ とんど国において女性のほ うが男

性より平均寿命が長いが,バ ングラデシュは

その例外であって,男 性の平均寿命を100と

すると女性は98.1で ある(ち なみに 日本 は

107.9である).

③ 家族計画は女性による女性へ の接近

:言 うは易 く,読 み書きのできない女

性へ の家族計画は困難を極める

このような人口増に対処するために,世 界

保健機構WHOな どの協力を得てバ ソグラデ

シュ政府が力を入れているのが家族計画であ

る.家 族計画が軌道に乗る条件としては,ま

ず生存している子どもを死なせないこと,つ
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ま り自分 の子 ど もは大 人 に な る のだ と い う約

束 を親 た ち に しな け れ ぽ な らな い.先 に述 べ

た よ うに経 済 的 に苦 しい 国 に お い て は,子 ど

もは 重 要 な 働 き手 で あ り,収 入 源 で あ る か ら,

親 は生 活 が苦 しけ れ ば苦 しいほ ど,子 ど もを

欲 しが る.

この よ うな 悪 循環 の 中 で,家 族 計画 の 最 前

線 に 立 つ の が 家 族 計 画 フ ィ ール ドワ ーカ ーで

あ る.現 在(.....年),バ ソ グ ラデ シ ュ

全 国 に家 族 計 画 フ ィール ド ワーカ ーは21,894

人 い るが,圧 倒 的 に女 性 が 多 く全体 の80%近

くを 占め て い て,女 性17,466人,男 性4,388人

で ある.(DirectorateofFamilyPlanning,

DirectorateofPopulationControl)

⇒ 【12】

50才 以 下 の既 婚 女 性 を対 象 と した避 妊 調査

が あ る(BangladeshFertilitySurvey1975,

ContraceptivePrevalenceSurvey1985)

75年 に は7.7%(う ち,ピ ル2.7%・ 禁 欲1.1%

・安 全 期1.0%)の 避 任 率 が,83年 には19.1%

に な り,85年 に は25.3%(う ち卵管 除去7.9%

ピル5.1%,安 全 期3.8%,コ ソ ドー ム1.8%,

精 管 除去1.5%,IUD1.4%,な ど)に ま で避

任 率 が上 昇 して き て い る.

85年 の 結 果 を 年 齢 別 に 見 る と,14歳 以 下

5.1%,15-19歳10.7%,20-24歳21.7%,25

-29歳33 .5%,30-34歳35.6%,35-39歳34.4

%,40-44歳26.4%,45-49歳15.0%と し・う

結 果 が 出 て い る.81年 の結 果 と比 較 す る と,

ど の年 齢 層 も避 任 率 は 上 昇 してい るが,25-

39歳 では,特 に避 任 率 が10%前 後 上 昇 して い

る.

特 殊 合 計 出生 率 に も効 果 が 現 れ 始 め,1960

年6.7,1980年6.4,そ して1989年 が5.3に な っ

て き て い る(世 界 子供 白書1991).

一 写真説明一

国 と して家 族 計画 が順 調 に軌 道 に乗 る に

は,家 族 計 画 の フ ィー ル ドワー カ ー の養 成

が 先 決 で あ る(写 真13・ 写 真14参 照).

5.日 々の 生 活 管 理 は女 性 の 仕事

① 摂 取 カ ロ リー

経 済的 な厳 し さが ま と もに影 響 与 え るの が

食生 活 で あ るが,す で に述 べ た よ うにバ ン グ

ラデ シ ュ全 土 には一 日に2,122カ ロ リー摂 取 で

き な い貧 困 ライ ン以 下 の 人 が半 数,そ の 中 に

含 まれ る絶 対 的 貧 困,つ ま り一 日に1,805カ ロ

リー摂取 で き な い 人 は 国民 の5人 に1人 の 割

合 に な って い る.

摂 取 カ ロ リー以外 で 日 々 の生 活 状 況 を見 た

いが,入 手 で き る最 も新 しい資 料 で1981～82

年(国 勢 調 査 の結 果)で あ る.傾 向を把 握 す

る程 度 に と ど ま るだ ろ うが,参 考 に な るデ ー

タ で は あ る.現 在 は い くぶ ん改 善 され て い る

か も しれ な い.

② 飲 料 水

人 間 の生 活 に と って飲 料 水 は 欠 かせ な い.

バ ン グ ラデ シ ュ全 体 と して は,水 道(た だ し

消 毒 な どの 処 理 は な され て い な い)3.6%,掘

り抜 き井 戸(軟 弱 な 地 盤 に鉄 管 を 打 ち 込 ん だ

井 戸)53.1%,池37.5%,川5.8%と い う状 況

で あ る.水 道 や 井 戸 で あ って も各 家 庭 に あ る

方 が珍 し く,そ の 大半 が共 同 の 水 道や 井 戸 で

あ るの で,そ こま で 水 瓶 を も って 汲み に行 っ

て 各 家庭 の 台所 に保 存 す る.

上 記 の 数 字 は 全 国 平 均 で あ るが 地位 差 が 大

き い.水 道 は 都 市 部 で26.2%・ 農 村 部0%,

井 戸 は都 市部54.1%・ 農村 部51.0%,池 は 都 市

部17.4%・ 農 村 部40.7%・ 川は 都 市 部2.3%・

農 村 部8.3%で あ る.都 市 部 の80%が 水 道や井

戸 を利 用 で き て,残 りの20%が 池 や 川 の水 を

使 って い る の に対 して,農 村 部 の50%が 池 や

川 の 水を 使 用 しなけ れ ば な らな い状 況 に あ る

こ とが分 か る.

一 写真説明一

日常生活にとって清潔な水の確保は欠か

せない.水 のある所には人々が集まる(写

真15参 照).

③ 台所の燃料

食物の煮炊きにとって燃料は欠かせない.
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バ ソ グ ラデ シs全 体 と しては,多 い順 に 見 て

い くと,麦 藁 ・枯 れ 葉 ・牛 糞71.75%と 圧 倒

的 に多 く,次 い で薪23.50%で あ り,こ れ らでほ

とん どで あ るが,他 に灯 油1.87%,ガ ス1.40

%,電 気0.33%,ト ウモ ロ コ シな どの皮0.20

%が あ る.

燃 料 に 関 しては 地 域 格 差 が特 に大 き く,都

市 部 では 薪が 多 く50.43%,他 に 麦 藁 ・枯 れ

葉 ・牛 糞19.54%,灯 油13.79%,ガ ス11.71%

な ど様hな 燃 料 が 使 わ れ,電 気 もわ ず か で あ

るが1.62%と な って い る 。農 村 部 では 麦 藁 ・

枯 れ 葉 ・牛 糞78.61%と 薪19.97%だ け と い っ

て い い状 況 で,他 の燃 料 は ほ とん どな い.

一 写真説明一

農 村 部 では,周 囲 で集 め られ る燃 料 を煮

炊 き に使 う.灯 油や ガ スな どは 考 え られ な

い(写 真16参 照).

④ ト イ レ

トイ レの種 類 は 全 国 を平 均 す る と,下 水 設

備 の ある 水 洗0.52%,腐 敗 タ ンク(バ クテ リ

ア で下 水 を 無 害 にす る槽)の あ る水 洗1.04%,

下 水 設備 の あ る便 所1.04%,使 用 後 に水 で 流

す トイ レ3.55%と いわ ゆ る トイ レの範 疇 に 入

る もの は わず か で,そ の他(穴 をほ っただ け)

44.94%と トイ レな し(野 原 や 薮 で用 を た す)

48.91%が 圧 倒 的 で あ る.

農 村 部 は トイ レな し ・そ の 他 の 合 計 が98%

以 上 に な る.都 市 部 にな る と,ト イ レな しが

13.20%に 下 が る分 だ け トイ レら しい トイ レが

増 え,使 用後 に 水 で流 す トイ レ21.05%,下 水

設 備 の あ る便 所8.11%,腐 敗 タγ ク の あ る水

洗7.66%,下 水 設 備 の あ る 水 洗 も3.64%普 及

して い る.

一 写真説明一

トイ レは 文化 のバ ロ メ ー タ ー と して の意

味 が あ るが … …(写 真17参 照).

皿 ま と め:基 本的福祉は女性 、子
ども、家族を的に入れる

b【 】の数字は,既述の1の部分と対応している.

まとめとして,読 売新聞r論 点』(1991年6

月2日)に 書いた 「苦難のバソグラに着実な

国際支援」 とい う文章を再度掲載する.

バソグラデシュから帰国直後,サ イクロソ

のニュースを聞き,自 分の力で生活の向上に

努める友人たちの顔が 目に浮かんだ.行 政や

政治も末端までは及ばず,国 民一人当た りの

GNPは 日本の百分の一程度で,国 連が指定す

る後発開発途上国のひ とつである⇒ 【1】 そ

れなのに自然までが追い討ちをかけるのか.

バングラ訪問は女性 と子どもの活動状況を

知るのが目的であった.生 を受けても5歳 の

誕生 日を迎えられるのは5人 のうち4人 強⇒

【2】.10代 の母親はめ ず ら しくないが⇒

【3】,せ めて初等教育を受けて読み書きが

できるなら⇒ 【4】,母 親自身の健康を守 り,

次代を担 う世代を死か ら救える期待はある.

パルダと呼ぶ宗教的,伝 統的規範によって女

性の行動は制約される⇒ 【5】.女 子の中学

校進学率が11%,成 人女子の識字率が19%で

ともに男子の半分以下である⇒ 【4】 【10】.

都市部の学校は二交替制の授業,さ らにその

学校を成人の識字教育の場に使 う.

女性が経済活動に参加する機会は少ない⇒

【6】.夫 が死亡 した り⇒ 【7】 離婚 した り

したら⇒ 【8】,母 親だけの子育ては並大抵

ではない.生 活保護も母子寮もない.

パルダや階級制を残 しながらも女性の自立

を目指 して,国 連機関や海外の援助を受け行

政や非政府機関(NGO)が 頑張 り,方 向性の

あるプログラムが成果を上げている.全 国に

280支部をもつバングラデ シュ女性協会は職

業教育,識 字教育,健 康教育(家 族計画を含

む)を 三本柱に,幼 児の保育と栄養補給を取

入れている⇒ 【9】 【10】.指導者の教育,訓

練設備,体 系的カリキュラムが不十分,訓 練

生に寄宿舎や交通費を提供できない,女 性の

ための職業安定所や製品販売所を設置 したい
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など課題は山積 している.識 字教育は土間に

ござを敷き,採 光の良 くない教室にスシ詰め

状態である.

母子家庭 と孤児の保護 と自立のためのプロ

ジェクトを,政 府の援助なしで77年か ら続け

ているNGOも あり,母 親には経済的自立を,

子どもには教育と栄養を提供している.⇒ 【11】

多産多死を食い止め,人 口爆発を防ぐため

に,家 族計画は発展途上国にとって解決すべ

き課題のひとつである.炎 天下,ス ラムを一

軒ずつ回って指導する家族計画のフィール ド

ワーカーの活動があってこそ,可 能になるの

である⇒ 【12】.

国民の80%以 上が農村に住むが,こ の国は

慢性のカロリー不足を海外の食糧援助によっ

て補 っている⇒ 【13】.農村女性は都市以上

に制約を受け,家 内の農業労働は経済参加と

しての評価を受けない.主 婦は家族がすませ

た後で食事をとる習慣なので,必 要な栄養を

摂取できない妊娠女性 も少な くない⇒ 【14】.

日本を含め海外からの応援を得て,育 てる農

業そして収入を得る農業の取組 もなされ,さ

らに女性に対 して識字教育 と平行 した農業指

導にも着手 した⇒ 【15】.

この種のプログラムは全国をネットワーク

で包むほどではない.し かし女性,子 ども,

そ して家族を的に入れた援助戦略は,必 ずや

その国に発展を もた らすだろ う.貧 困か ら脱

出し,災 害か ら身を守ることにもつながる.

日本 もすでに青年海外協力隊をは じめ,若

い世代が,農 業,漁 業,医 療などの領域で頑

張っている.実 年だって経験を生か して現地

で貢献できるはずだ.し か し,そ のためには

一時休暇制度など,滞 在中の経済的安定の対

策が講 じられなければならない.国 家間の血

の通 った協力は善意だけでは無理である.

サイクロソの爪痕が,こ の細 くとも貴重な

頑張 りを減速させたり,挫 折 させぬ ように祈

るとともに,こ の史上まれに見る災害の社会

的背景に注 目し,政 府開発援助(ODA)を 含

め国際協力を真剣に考え,実 行する機 とした

い.

以上をまとめとしたい.こ こでは全体的把

握がじつに困難なバソグラデシxに ついて,

入手できた資料と現地での見聞を通 して,な

るべ く客観的な状況の概略を把握するにとど

めざるをえない.現 地で調査した女性の自立

への具体的なプロジェクトなどについては,

紙面の都合もあり次回に報告する.

この報告のもとになっているバソグラデシ

ュ滞在は,1991年4月 である.

なお,引 用の資料等については本文中に書

き入れた.
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[写 真1]パ ル ダを 尊 重 し,農 村 女 性専 用 の 農 業 研 修

所(Savar)⇒ 【15】

[写真2]職 業につ くために機織 りを学ぶ母

親.職 業訓練は伝統的な種 目が大

半である

[写真4]伝 統刺繍を刺 し,賃 金を得る

貧 しい女性(Dhaka市 内)
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[写 真7]ダ ッカ市 内 の女 子 中学 生.選 ばれ た 出

身 階 層 で あろ う(Dhakaの 中心 地)

[写 真5]高 級 サ リーを織 る12歳 は一 人

前 の職 人.彼 は 優 れ た 能 力 の

持 ち 主 で あ る の で,大 人 に混

じって 危 険 な仕 事 に つ くこ と

は な い(Jamdani)

[写 真6]女 の子 は,弟 妹 の世 話や 家 事 な どに

よ く働 く(Dhaka郊 外)

[写 真8]ス ラム暮 らしの子 どもにベ ンガ

ル文 字 を教 える寺 子屋 式 教 室

(OldDhaka)
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[写 真10]そ ん な 母 子 のた め に

母 親 には 職業,子 ど

も(女 子 のみ)に は

教 育 を提 供 す るNG

O(Dhaka市 内 に あ

る,こ のNGOの 織 り

物 即 売 店)⇒ 【11】

[写真9]成 人女子に対する識字教育が職業教育

と平行してなされる(Dhaka)

[写 真11]こ の 女 性 は5人 子 ど もを 産 ん で,写 真 右 下 に

寝 て い る末 っ 子 は,生 存 して い る 子 ど もの

3番 目で あ る(01dDhaka)

[写 真12]バ ソ グ ラデ シ ュの唯 一

の子 ど も病 院 で病 気 の

子 ど もに付 き添 う母親
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[写 真13]家 族 計画 の必 要性 を呼

び か け る ポ ス ター

[写 真14]家 族 計 画 フ ィー ル ドワ ーカ ー の 養成 風景.

男性 は 少 数 派 で あ る

[写真15]台 所に貯めてお く水を汲みに来た少女.

水汲みは子どもがよくやる仕 事

[写 真17]水 で流 せ る設 備 が あ る

トイ レ は 良 い 方.ダ ッ

カ 市 内 の小 学 校 で

[写 真16]農 村 部 の'F均 的 な 台 所.写 真 左hに,燃

料 の薪 が 積 ん で あ る のが 見 え る
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